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!こ例があまりなく而白かった。

又ナポリではポ γペイの廃峰を訪れたが，此処では特lζ FishMarketの

跡{ζ注目した。広場の一隅lζ上部アーチ3111になった小間があり，乙の辺から

は伐の鱗や!包丁等が多く発掘された111，今から 2000I，r:'liij既lζζ の掠なマーケ

ットがあったかと思うと感慨深かった。ナポ リ滞在中の一11;fJプリ出へ行き

有名な育の洞窟見学後登った自の頂上tc，大きな土産物J，Iiがあり，此処のνョ

ー・ クィシ ドヲの真中lζ，11木J:t莫F"kのrι日カ11fi!こ入れ';;:々 j瓦示してあった。
(10) 伊太利より帰国ヘ

最後の SAS機[ζ来ってロ ーマを後[ζ し，南廻り近東;in同を経て帰悶の

途についた。途中北アラビアのνリア沙漠上空で恰度考察明が訪れ，朝主たな

びく 下界の東天lζ，立felの太陽が上る土I:J殺さは筆舌1<::尽し知い。次第lζ明る

くなると見渡す限り沙漠地.1札 {革かに納lい道路が糸の様!こ延々と続き，自動

車が蚤の様lζ後 lζ砂淡をたてて走る。イラシ!と入ると (I~ 々たる岩山が続き ，

緑色のものは何一つ見えない。続いて藍背色のアラビア海lζ見とれているrt

間もなくカラチ着陸。沙漠と砂塵の~Jj ， 将・くて気息奄奄，土人が飛行機の繋

，0日jをする。スチュワ ーデスが富士山と烏jFJの絵のついた市jばり団扇を渡して

くれる。次いでlefJ度lζ入ると漉慨が行局き，育緑色の*=が見えはじめる。夜

となってパシ コ ック m:l~t< なま|暖かく ， 立派な空港で少JE!する。機七で第二

夜が明け，7.1<.田地;貯が見えだ したと思うとマニラ着陸，いよいよ狙悶11*IC 

近つeく。侃処から太平洋を一路北上，雲rlJJI~行を続け何一つ見えない。 7 時

間程後，雲の隙聞から炎然伊豆半島が見えはじめた。狭く0!て ζみ，ごちゃ

どちやしたI1Ij並，溢れた川[ζ木材がーばい浮いている。 |111もなく東京湾の海

苔場が見えたと思うと ， 突っこむようにランディシグ。冷~I~Î1ζ贈る羽田に無

事着いてほっとした。 (ヲti) 三E瓜立大学水産学部)

Dr. FRANZ M OE¥"lUS， Prof. CURT HOFFMANN 

及び Prof.GILsERT M . SMITH三博士の言卜

昨年は春から夏にかけて著名な 3人の藻類学者の;:トが報ぜられた。叩ち

4月lζはクラミドモナス科の諸種等の研究で有名なアメリカ合衆国マイアミ

大学の FRANZMOEWUS博士が50裁で急逝され，6月lζは海藻の生箆，生態，

利用等の方市に造訴の記長かった，刻!乙キーノレ大学の教授で同附属海洋研究所
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の CURTHOFFMANN 博士が 60歳でなくなった。 次で 7 月 にはアメ リ カ合~Ý~

国スタシフォード大学教授 GILBERTM. SM阻I

隠花梢物'又北米注i淡炎水藻の教科書等の若菩書;は我国[に乙於いても如る著名であ

る。 比処lにζ詑んで哀1刊唱4;1の志意、を捧げげ?そのf私伺御I向卸1甘l冥稲を祈る。 (I.l!111幸男)

新著紹介

A.且.3HHOBa: 0 且ByX 13ypbIX Bo江OpOCJUIXH3 
AliTapKTHKH- PhグllogigasH !-lunantothallus 

- AKa.l¥eMI15I HayK CCCP Bcecolo31-roe 60TaIII1可巴CKoe
06ll(eCTsO 60TaHH'leCI(J1H :>KYPI-!aJJ， TOM XLIV， 3 (1959)， 

113.l¥aTJJbCTsO AKa.l¥eMHH HayK CCCP， JIeHHHrp日且，

B-164， MeH且eJJee6CKa5I刀HHH5I， 1. 

エ・デ・ジノパ著:南極産褐藻類の 2属，ヒマントタルス属と

ヒロギガス属に就いて (附1';j:16枚付)

-')辿邦植物学雑誌，14巻，3.1号(1959)掲載，

発行所 ・レニングラー ド，B-164，メンデ レーフ迎 1

')1ニoエッ卜科学アカデ Zー(仰i絡 15)レーフル)

著者は JiI!邦科学アカデミー ・コ7 ロフ名称植物学研究所に所属の女流海秘学者と し

で最近活液な仕事を遂行している。

wて今回著者は，1956年度のソビエット南J医学術探検隊が持ち帰った，大却の褐PYI松l!
本 2{悶休を詳細に観察し，ζれ等の材料とゲ、yプ (1905，1907)・スコッツベノレグ (1907)等

が ~.H織の仕事で己に報告ぜるものとを比較して興味深い結論を述べている。E!fJ ら ζ の論文;

に於て 1新富i，1新結合.1 新名称そして 1 新科の創設を提唱したη T~T桜木邦の海磁フロラ

とは密接な関連はないかも知れないが我国のwH]i探検隊も活躍の折，i:主に抄主張しておくこ
とも有意義かと思う 。

そ乙でジノパの調べた 2個体の楳本は本論文の第1図 (p.373)及び第 2図 (p.374)IL 

示 されているが， それ等はヒ 7 ントクルス コロトケビ、yテ (HunαηtothalhG8korot-

keviczii A. ZINOVA sp. nov.)の学名が与えられ，新郡としてラテン文の記械 をつけ

て発表されている (p.378)。その要旨は次の通りである。『体は基部扇SjZ，附ot(¥l非は多数 ・

不規則に分岐して校を蔽っている。 柄及び校は周平にして長短あり ，単条或いは偽叉:伏に

分岐している ， 悲部と分l岐箇処の下~(flは周平:伏に拡がっている ， 煤施状に探ぢれている。

架片は披壷1-;伏線形，線形，全縁或いは制JI長い裂片を有する，)政質，徽あり ，~係施状に探ぢ

れている』。
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